
他院からの紹介で来院される方へ（がん遺伝子パネル検査の流れ）

がん遺伝子パネル検査とは
患者さんの手術や生検のがん組織や血液を用いて、がんの遺伝子を一度に調べ
その結果を利用して治療に役立てること目的とした検査です。
これまでの研究結果から、がん遺伝子パネル検査の結果、治療につながる割合は
およそ10％とされています。

来院時の流れ

初回来院時 １．予約日当日、当院の1階の1番窓口で手続きを行った後に、
ご指定の診療科受付へお越し下さい。

２．医師とがんゲノム医療コーディネーターより検査について
詳しく説明いたします。

３．検査に同意があれば、同意書にサインをいただきます。

※血液検査の場合
初回来院日とは別の日に、採血の為ご来院いただきます。

2ヶ月後
検査結果説明

※かかりつけの医療機関が準備した書類・がん組織をご持参下さい。
持参いただいた、がん組織を臨床検査科で検査可能か確認します。

１．担当医師より検査結果を説明します。
２．紹介元の医療機関へは当院より検査結果を報告します。

費用について

遺伝性腫瘍の可能性があるとわかった場合

＜問い合わせ先＞

検査費用は保険診療で、検査費用として合計56,000点（3割負担で16,800円）と
診察料等が必要です（高額療養費制度の対象となる場合があります）。
※検査依頼時：44,000点（3割負担で132,000円）
※検査結果説明時：12,000点（3割負担で36,000円）

ご本人や血縁者の方へ、遺伝性腫瘍専門医や認定遺伝カウンセラー®による
遺伝カウンセリングや遺伝学的検査を受けていただくことができます。
*別途費用が発生します。
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